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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】令和3年5月6日(2021.5.6)

【公開番号】特開2020-9262(P2020-9262A)
【公開日】令和2年1月16日(2020.1.16)
【年通号数】公開・登録公報2020-002
【出願番号】特願2018-131039(P2018-131039)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  13/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   7/14     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ  21/431    (2011.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   13/00     ６５０Ａ
   Ｈ０４Ｎ    7/14     １１０　
   Ｈ０４Ｎ   21/431    　　　　
   Ｇ０６Ｆ    3/14     ３５０Ａ
   Ｇ０６Ｆ    3/14     ４００　

【手続補正書】
【提出日】令和3年3月24日(2021.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の情報処理装置および第２の情報処理装置の間で画像を共有する画像共有方法であ
って、
　前記第１の情報処理装置が、
　前記第２の情報処理装置に共有される共有レイヤーに対して描画が実行されると、描画
により生成される第１オブジェクトを前記第２の情報処理装置に送信し、前記共有レイヤ
ーで規定される画面内の位置に前記第１オブジェクトを表示し、
　前記第２の情報処理装置に共有されない非共有レイヤーに対して描画が実行されると、
描画により生成される第２オブジェクトを前記第２の情報処理装置に送信せず、前記非共
有レイヤーで規定される前記画面内の位置に前記第２オブジェクトを表示し、
　前記非共有レイヤーのサイズおよび前記画面内の位置の一方、または、前記非共有レイ
ヤーのサイズおよび前記画面内の位置の両方を可変に制御する、
　ことを特徴とする画像共有方法。
【請求項２】
　前記第１の情報処理装置は、前記非共有レイヤーに含まれる前記第２オブジェクトを前
記共有レイヤーにコピーするコピー指示を受け付けると、前記コピー指示で指定される前
記第２オブジェクトを前記共有レイヤーにコピーし、前記共有レイヤーにコピーされる前
記第２オブジェクトを前記第２の情報処理装置に送信する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像共有方法。
【請求項３】
　前記第１の情報処理装置は、前記第２の情報処理装置において前記第１の情報処理装置
に共有されないレイヤーで規定される範囲を識別させるオブジェクトを、前記画面に表示
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する、
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の画像共有方法。
【請求項４】
　前記第１の情報処理装置は、
　前記共有レイヤーの表示または非表示を選択する第１表示指示を受け付けると、前記第
１表示指示に基づいて前記第１オブジェクトを表示または非表示とし、
　前記非共有レイヤーの表示または非表示を選択する第２表示指示を受け付けると、前記
第２表示指示に基づいて前記第２オブジェクトを表示または非表示とする、
　ことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の画像共有方法。
【請求項５】
　前記第１の情報処理装置は、前記共有レイヤーと前記非共有レイヤーとの前記画面内に
おける重複部分に対する描画を前記共有レイヤーおよび前記非共有レイヤーのどちらで受
け付けるかを選択する選択指示を受け付けると、前記選択指示に基づいて前記共有レイヤ
ーおよび前記非共有レイヤーの一方で前記重複部分に対する描画を受け付ける、
　ことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の画像共有方法。
【請求項６】
　情報処理装置であって、
　他の情報処理装置に共有される共有レイヤーに対して描画が実行されると、描画により
生成される第１オブジェクトを前記他の情報処理装置に送信し、前記共有レイヤーで規定
される画面内の位置に前記第１オブジェクトを表示し、前記他の情報処理装置に共有され
ない非共有レイヤーに対して描画が実行されると、描画により生成される第２オブジェク
トを前記他の情報処理装置に送信せず、前記非共有レイヤーで規定される前記画面内の位
置に前記第２オブジェクトを表示する表示制御部と、
　前記非共有レイヤーのサイズおよび前記画面内の位置の一方、または、前記非共有レイ
ヤーのサイズおよび前記画面内の位置の両方を可変に制御する配置制御部と、
　を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項７】
　第１の情報処理装置および第２の情報処理装置の間で画像を共有する情報処理システム
であって、
　前記第１の情報処理装置が、
　前記第２の情報処理装置に共有される共有レイヤーに対して描画が実行されると、描画
により生成される第１オブジェクトを前記第２の情報処理装置に送信し、前記共有レイヤ
ーで規定される画面内の位置に前記第１オブジェクトを表示し、
　前記第２の情報処理装置に共有されない非共有レイヤーに対して描画が実行されると、
描画により生成される第２オブジェクトを前記第２の情報処理装置に送信せず、前記非共
有レイヤーで規定される前記画面内の位置に前記第２オブジェクトを表示し、
　前記非共有レイヤーのサイズおよび前記画面内の位置の一方、または、前記非共有レイ
ヤーのサイズおよび前記画面内の位置の両方を可変に制御する、
　ことを特徴とする情報処理システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０４】
　情報処理装置１０Ｄｉでは、共有レイヤーＬ１ｉと非共有レイヤーＬ２ｉとの画面ＳＣ
ｉ内における重複部分に対する描画を共有レイヤーＬ１ｉおよび非共有レイヤーＬ２ｉの
どちらで受け付けるかを選択することができる。例えば、情報処理装置１０Ｄｉでは、ユ
ーザーによる操作部１１０の操作によって、共有レイヤーＬ１ｉと非共有レイヤーＬ２ｉ
との画面ＳＣｉ内における重複部分に対する描画を共有レイヤーＬ１ｉで受け付けさせる
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ことができる。この場合、共有レイヤーＬ１ｉと非共有レイヤーＬ２ｉとの画面ＳＣｉ内
における重複部分に、共有レイヤーＬ１ｉに対する描画を実行できる。
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